
自分たちで考える
そこに面白さを感じる子どもたち

ねぇ、みてみて、この絵の具すごない？！
　　　　　　　　　　　　　おーすげぇな！！！

なぁ、これ、めっちゃきれいちゃう？
　　　　　　ほんまや！先生見たってーや！

粘土割れてきたわ！？
　　　　　　　水つけたらええんちゃぅ？やってみよ！

パズタで・・・作品作ってええの？！？？？？

子どもの中で生まれる、ちょっとした気づきを、喜びを、
発見を、楽しみを、失敗や挫折を
　　　　　　　　　　学びに変えていく存在でありたい。

子どもたちの中にある、価値観をほんの少し揺さぶったり、
つっついたりして、彼らの感覚をほぐしていきたい。

美術の時間、
楽しみ、大好き！　授業もっとしたいわ！って
嬉しいこといっている子。
でも、億劫な子も、嫌いな子も、苦手な子も・・・
いることをしっているよ。
でも、それはとっても自然なこと。
そんなみんなと授業空間を創っていきたいと思っている。

少し勇気はいるけれど、
みんなに任せたり、待ってみたりすると
思いがけない素敵なものが返ってきたりするよね。

自分の頭で考え、自分の手からものを生み出す感覚。
熱中してもの作りをすることで生まれる作品への愛着。

お互いに刺激し合い、認め合い、尊重し合い
　　　　　　　　　　　　　　　　共有する時間と空間。

大切にしたいことは、子どもの数だけ存在する。
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